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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円　
　

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
導
に
あ
た
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
!?
こ
れ
ま
で

の
カ
ル
テ
記
載
で
本
当
に
大
丈
夫
？

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

６
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

石
濱
孝
二
氏
（
大
阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
員
１
万
円

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
効
果
と
歯
科
診
療
所
と
の

連
携
に
つ
い
て

６
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

20
人
（
要
事
前
申
込
）

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
（
参
加
は
会
員
に
限
定
）

歯
科
診
療
室
に
お
け
る
救
命
救
急
処
置
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
実

習
を
交
え
て

南
河
内
地
区

日
時　

 

７
月
14
日
（
火
）
〜
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

会
場　

 

薬
業
年
金
会
館
２
階
（
地
下
鉄
谷
町
線
「
谷
町
６
丁

目
」
駅
す
ぐ
）

出
展
者
募
集
中
（
２
点
ま
で
５
千
円
）

余
技
展

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

 

７
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
開
演　

午
後
１
時

15
分
頃
終
了
予
定

会
場　

 

国
立
文
楽
劇
場
大
阪
（
地
下
鉄
堺
筋
線
、
千
日
前

線
、
近
鉄
線
「
日
本
橋
」
駅
す
ぐ
）

演
目　

「
ふ
し
ぎ
な
豆
の
木
」「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

会
費　

 

大
人
３
８
０
０
円
、
学
生
２
４
０
０
円
、
中
学
生
以

下
１
９
０
０
円
（
協
会
特
別
価
格
）

※
参
加
希
望
者
に
振
替
用
紙
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ン

セ
ル
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

終
了
後
、
桐
竹
勘
十
郎
さ
ん
が
舞
台
裏
を
案
内
し
ま
す
。

文
楽
を
た
の
し
む
会

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

６
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
）、
副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
）

会
費　

会
員
千
円
、
未
入
会
員
１
万
円
（
資
料
代
込
み
）

内
容　

 

勤
務
医
時
代
に
知
っ
て
お
き
た
い
開
業
の
基
礎
、
新

規
開
業
の
届
出
に
つ
い
て
解
説

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
る
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー

大
阪
市
城
北
地
域

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉖機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

千
人
つ
か

　

１
９
４
５
年
（
昭
和
20

年
）
６
月
７
日
午
前
11
時
９

分
か
ら
午
後
０
時
28
分
の
第

３
回
大
阪
大
空
襲
は
城
北
に

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
４
０
９
機
の
Ｂ
29
が
来

襲
し
、
都
島
区
高
倉
町
を
中

心
に
焼
夷
弾
を
落
と
し
た
。

都
島
区
の
人
た
ち
は
空
襲
の

と
き
、
落
ち
合
う
場
所
を
城

北
公
園
や
毛
馬
堤
に
決
め
て

い
た
。

　

空
襲
で
は
何
千
人
も
の
人

々
が
、
城
北
公
園
め
が
け
て

着
の
み
着
の
ま
ま
泣
き
叫

び
、
転
び
な
が
ら
逃
げ
ま
ど

っ
た
。
そ
れ
を
待
ち
受
け
て

い
た
か
の
よ
う
に
戦
闘
機
数

機
が
黒
煙
の
中
か
ら
現
れ
、

淀
川
堤
防
す
れ
す
れ
に
飛
び

交
い
、
避
難
し
て
く
る
人
々

め
が
け
て
機
銃
弾
を
浴
び
せ

殺
し
た
。

　

あ
る
者
は
土
堤
や
池
の

端
、
木
の
茂
み
、
あ
る
者
は

園
道
に
う
ず
く
ま
り
、
頭
を

撃
ち
抜
か
れ
、
足
を
も
ぎ
取

ら
れ
、
腹
を
え
ぐ
ら
れ
、
顔

を
と
ば
さ
れ
、
そ
の
肉
片
か

ら
し
た
た
り
落
ち
る
血
で
大

地
は
染
ま
っ
た
。
老
若
男
女

が
水
を
も
と
め
て
這
い
ず
り

ま
わ
っ
た
。

　

城
北
公
園
北
側
の
淀
川
堤

防
の
広
場
に
「
千
人
つ
か
」

が
あ
る
。
80
年（
昭
和
55
年
）

に
建
て
ら
れ
た
碑
に
は
身
元

不
詳
の
千
数
百
の
遺
体
を
此

処
に
集
め
疎
開
家
屋
の
廃
材

を
以
っ
て
茶
毘
に
付
し
、
そ

の
黒
煙
は
三
日
三
晩
に
及
ん

だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
６
月
７
日
、
こ
こ

で
第
70
回
慰
霊
法
要
が
行
わ

れ
る
。

吹
き
飛
ん
だ
大
石

　

鶴
見
区
鶴
見
３
丁
目
７
の

道
端
に
石
が
祭
ら
れ
て
い

る
。
２
０
０
年
ほ
ど
前
に
大

峰
講
（
大
峰
山
で
「
の
ぞ

き
」
を
す
る
修
行
）
の
有
志

が
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
空
襲
で
落
と
さ
れ

た
爆
弾
の
風
圧
で
、
約
４
０

０
㍍
離
れ
た
元
「
椿
本
チ
ェ

イ
ン
」
が
あ
っ
た
場
所
ま
で

吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、

付
近
の
住
民
が
担
い
で
こ
の

場
所
ま
で
戻
し
た
と
い
う
逸

話
が
あ
る
。

　

旭
区
の
法
栄
寺
の
前
に
被

爆
地
蔵
が
あ
る
。
被
災
後
ま

も
な
く
焼
け
跡
か
ら
掘
り
出

さ
れ
た
地
蔵
が
寺
に
届
け
ら

れ
、
祭
ら
れ
て
い
た
が
割
れ

た
た
め
屋
上
の
塔
に
納
め
ら

れ
た
。
今
は
新
し
い
地
蔵
が

「
兵ひ

ょ
う
が
む
よ
う

戈
無
用
」
と
記
さ
れ
た

台
座
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

「
兵
戈
無
用
」
は
経
典
に
あ

る
言
葉
で
「
非
戦
」
を
祈
願

し
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
憲
法
の
平
和

主
義
を
根
底
か
ら
踏
み
に
じ

り
、
自
衛
隊
を
海
外
に
派
兵

す
る
戦
争
立
法
の
成
立
を
狙

っ
て
い
る
。

　

再
び
日
本
が
異
国
の
地

で
、
無
辜
の
人
々
の
血
を
流

す
時
代
を
許
す
の
か
…
。
戦

後
70
年
の
今
年
、
府
内
各
地

の
戦
跡
が
伝
え
る
非
戦
の
誓

い
が
重
み
を
増
す
。

 
（
つ
づ
く
）

大
空
襲
の
慰
霊
と
平
和
祈
願

京阪本線

京阪本線
淀川淀川

鶴見緑地鶴見緑地

城北公園城北公園

法栄寺法栄寺

大石大石

地下鉄
今福鶴見駅
地下鉄
今福鶴見駅

森小路森小路

関目関目

淀
川
堤
防
の
上
に
あ
る
「
千
人
つ
か
」（
上
）

爆
風
で
４
０
０
㍍
先
ま
で
吹
き
飛
ん
だ
大
石
（
右
）

７月度生涯研修抄録

口の健康は命の源
―口腔ケアで肺炎予防―

道重 文子（大阪医科大学看護学部教授）

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
３

年
の
死
因
の
第
３
位
は
肺
炎

で
あ
っ
た
。ま
た
、肺
炎
に
よ

日
時　

７
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

る
死
亡
率
は
年
齢
と
と
も
に

上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
、 

90

歳
代
の
男
性
で
は
肺
炎
が
第

１
位
で
あ
っ
た
。
日
本
呼
吸

器
学
会
は
、
介
護
保
険
や
国

民
皆
保
険
な
ど
わ
が
国
に
特

徴
的
な
医
療
制
度
を
考
慮
し

て
、
介
護
を
加
え
「
医
療
・

介
護
関
連
肺
炎
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
２
０
１
１
年
８

月
に
発
表
し
た
。
お
も
に
療

養
型
病
床
群
や
介
護
施
設
で

の
高
齢
者
の
肺
炎
を
対
象
と

し
た
医
療
・
介
護
関
連
肺
炎

（nursing and healthcare-
associated pneumonia

：

NHCAP

）
が
、
肺
炎
の
あ

ら
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

療
養
型
病
床
群
や
介
護
施

設
の
高
齢
者
に
は
基
礎
疾
患

と
し
て
嚥
下
障
害
と
関
連
の

深
い
中
枢
神
経
疾
患
や
認
知

症
が
多
く
、
嚥
下
障
害
な
ら

び
に
誤
嚥
が
証
明
さ
れ
た
誤

嚥
性
肺
炎
と
不
顕
性
肺
炎
が

存
在
す
る
。
誤
嚥
性
肺
炎
の

治
療
と
し
て
の
口
腔
ケ
ア
の

エ
ビ
デ
ン
ス
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
不
顕
性
肺
炎
で

は
、
口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
、

常
在
細
菌
量
の
減
少
が
期
待

で
き
不
顕
性
誤
嚥
に
よ
る
発

症
頻
度
を
減
ら
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
治
療
と
し
推

奨
さ
れ
て
い
る
。

　

療
養
型
病
床
群
や
介
護
施

設
、
在
宅
に
お
け
る
長
期
療

養
者
に
対
し
て
、
適
切
な
口

腔
ケ
ア
の
実
施
が
期
待
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設

や
在
宅
で
日
々
の
口
腔
ケ
ア

を
実
施
し
て
い
る
の
は
看
護

職
や
介
護
職
で
あ
り
、
彼
ら

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
で
は
、
現
在
自
分

が
行
っ
て
い
る
口
腔
清
掃
が

不
十
分
と
感
じ
、
技
術
面
で

の
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
効
果
的
に

口
腔
ケ
ア
が
お
こ
な
わ
れ
る

た
め
に
は
、
チ
ー
ム
医
療
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
専

門
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に

協
働
が
求
め
ら
れ
る
。
補
い

支
え
あ
う
た
め
に
医
療
・
介

護
の
場
、
さ
ら
に
一
般
生
活

を
す
る
高
齢
者
が
生
活
の
質

を
維
持
し
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
に
必
要
な
口
腔
ケ
ア
と

は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
た
い
。

　第19回大阪保険医ゴルフコンペが５月10日
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グロス82・ネット73.6で完全優勝した。次回
は今秋11月頃に開催予定。
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歯
科
医
院
譲
渡

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

（
長
堀
橋
徒
歩
４
分
）

【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
ー
３
台

（
４
台
可
）、
パ
ノ
ラ
マ
・

デ
ン
タ
ル
な
ど
の
機
器
材
、

23
・
75
坪

【
金
額
】
応
相
談

【
そ
の
他
】
ビ
ル
１
Ｆ
部

分
、
所
有
権
付
き
物
件
（
区

分
所
有
）。

【
連
絡
先
】
ク
レ
セ
ル
株
式

会
社
（
伊
藤
）　
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第19回大阪保険医ゴルフコンペ開催
2015夏季特集号 投稿・写真を募集

　
　
　
　

５
月
25
日
付
３
面

の
「
Ｎ
Ｏ
患
者
負
担
増
」
の

記
事
で
「
華
本
新
吾
」
先
生

は
「
華
本
真
悟
」
先
生
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

訂
正


